
じんま疹 24件 （3.1%）

その他 126件 （16.3%）

ざ瘡 20件 （2.6%）

表皮肥厚、その他 215件 （27.8%）

皮膚膿瘍，せつ及びよう 20件 （2.6%）

皮膚糸状菌症 42件 （5.4%）

帯状疱疹［帯状ヘルペス］ 58件 （7.5%）

皮膚炎 159件 （20.6%）

熱傷及び腐食 16件 （2.1%）

蜂巣炎 60件 （7.8%）

皮膚及び皮下組織の
毛包のう胞 16件 （2.1%）
乾せん 17件 （2.2%）
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　皮膚科

1．概要
　2020年の皮膚科は山田、藤城、大田、岩田、今井の5名体制であった。2020年は、コロナウイルス感
染症が蔓延し、緊急事態宣言が発令された。その影響もあると考えられるが、3 ∼ 4月頃からは外来、
入院患者数ともに減少した。入院患者数は蜂窩織炎や褥瘡感染などの感染症が多かった。また、入院患
者数の減少に比例して悪性腫瘍症例も少なかった。重傷熱傷は前年と同じく少なかった印象がある。

（部長　山田　元人）

２．新規登録疾患
総数：773件
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疾患名 主となるICD10病名 件数（件） ICD10

表皮肥厚、その他
皮膚乾燥症 92 L853
皮膚の慢性潰瘍，他に分類されないもの 59 L984

皮膚炎
皮膚炎，詳細不明 67 L309
アトピー性皮膚炎，詳細不明 39 L209

蜂巣炎
蜂巣炎，詳細不明 30 L039

（四）肢のその他の部位の蜂巣炎 23 L031

帯状疱疹［帯状ヘルペス］ 帯状疱疹，合併症を伴わないもの 52 B029

皮膚糸状菌症
爪白せん 13 B351

（陰）股部白せん 12 B356

じんま疹 じんま疹，詳細不明 21 L509

皮膚膿瘍，せつ及びよう 皮膚膿瘍，せつ及びよう，部位不明 20 L029

ざ瘡 尋常性ざ瘡 20 L700

乾せん 尋常性乾せん 15 L400

皮膚及び皮下組織の毛包の
う胞 表皮のう胞 16 L720

熱傷及び腐食 部位不明の熱傷，程度不明 12 T300

３．活動報告
（1）患者状況
　　　年間外来患者数 25,064人 年間外来新患者数 2,652人
　　　年間入院患者数  3,438人  年間入院新患者数   283人

（2）悪性新生物
部　位 件　数（件） 部　位 件　数（件）

1 基底細胞癌 54 4 パジェット病 2
2 有棘細胞癌 25 5 その他 41
3 悪性黒色腫 9 計 131

（3）良性腫瘍、熱傷、膠原病
部　位 件　数（件） 部　位 件　数（件）

1 良性腫瘍 998 6 全身性エリテマトーデス 5
2 熱傷 71 7 シェーグレン症候群 2
3 血管炎 37 8 混合性結合組織病 1
4 皮膚筋炎 18 計 1,144
5 全身性強皮症 12
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